
おじいちゃんといっしょ
～みんなが共生できる施設づくり～

A12班

１．序論 高齢化が引き起こす社会問題

高齢者と若者が共生できる街を作る

まとめ・結論

２．材料と方法

EX）「富山方式」「宅幼老所」・・・etc

〇メリット

・高齢者の表情が豊かに ・挨拶やマナーを学べる
・体力の回復 ・高齢者への配慮ができる
・地域社会へのつながり ・コミュニケーション能力up

〇デメリット

・介護・保育両スタッフの確保が難しい
・スタッフの負担が大きい
・高齢者、子ども。共にトラブルが多い
・感染症のリスク

【方法】
・幼老複合施設の認知
→様々な年代の方々を対象にアンケート調査を実施
(三高生やその親、先生方など)

・今までの事例を調べる
→傾向を分析し、最適な幼老複合施設を提案
→保育園と老人ホーム併設「アルテイル宮町」様へアンケート調査

３．結果と考察
(1)アンケート結果(別紙)
Q幼老複合施設について知っているか。

(２)調査結果
【施設規模について】
・保育所＜＜高齢者居住施設
・施設の階数は2∼3階が6割以上

→敷地の規模などによって異なる
【施設に必要な機能について】

【子どもと老人の交流を生む工夫について】
計画的交流…「敬老の日」と「定期的な訪問」を中心に行われている
外部空間、施設敷地の外、文化継承のための交流
自然発生的交流…エントランス部分と食堂では、老人と幼児との交

流が発生する機会が多い
食堂→遊戯室や保育室の様子が見えるよう配置
→老人は子供たちの様子が自然に目に入る
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高齢者と子どもの直接交流を促した
り、視覚を通じた間接交流を促す工
夫

自然な交流を目指してさまざまな取
り組みを行う工夫

財政的に大型
施設の運営は
厳しい

高齢者の一人
暮らし

様々な施設を入れて
複合施設にしよう！
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Good effect!!

幼老複合施設の建設

高齢者・子どもの自然な交流

改善点： 認知度UP！

施設の改善

魅力度UP！

従来の階段 緩やかな階段

立地 病院の近く 三階 保育園、交流スペース

敷地 広い庭、ベンチ、植物、
ミニ公園、診療所

二階 住居・高齢者

建物 三階建て、エレベーター、
高齢者用の階段

一階 住居・超高齢者

 

地方部の過疎化 

高齢者の孤独死 空き家問題 

待機児童

交流の減少

児童問題

高齢者問題 核
家
族
化

解決策：

総数 ：119人
はい ：11人 (9％)
いいえ：108人(91％)

http://aofuku.or.jp/elderlycare/ar_miyamachi

